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村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
し
て
の
中
国
「
七
〇
後
」・「
八
〇
後
」
の
作
家
た
ち

　
　
　
―
衛
慧
、
慶
山
（
旧
名
：
安
妮
宝
貝
）、
そ
し
て
郭
敬
明
に
よ
る
村
上
春
樹
受
容
を
中
心
に
―
　
　
　
　
　
　
　
　　

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	

　
　

徐
子
怡

　
は
じ
め
に	

　
「
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
（M

urakam
i’s C

hildren

）」
と
い
う
言
葉
の
初
出
は
二
〇
〇
二
年
一
一
月
二
五
日
刊
行
の
ア
メ
リ
カ
週
刊
誌
『
タ

イ
ム
』
で
あ
り
、当
時
は
「
村
上
春
樹
の
模
倣
者
た
ち
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。1

現
代
中
国
文
学
研
究
者
の
藤
井
省
三
は
『
村

上
春
樹
の
な
か
の
中
国
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
）
の
中
で
、
こ
の
言
葉
を
は
じ
め
て
文
学
研
究
に
用
い
て
、
そ
の
範
囲
を
村
上
春

樹
の
影
響
を
受
け
た
作
家
、
ま
た
は
映
画
監
督
た
ち
と
定
義
し
た
。
筆
者
は
読
者
層
の
中
か
ら
作
家
が
生
ま
れ
る
過
程
を
重
視
し
、
藤
井

に
よ
る
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
の
定
義
範
囲
を
村
上
文
学
の
中
核
的
読
者
層
に
ま
で
拡
大
し
た
上
で
、
中
国
に
お
け
る
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
を
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
中
国
で
は
す
で
に
著
名
と
な
り
、
そ
の
作
品
が
日
本
で
も
翻
訳
・

刊
行
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
既
成
作
家
グ
ル
ー
プ
（
以
下
〔
一
組
〕
と
略
す
）、
第
二
に
〔
一
組
〕
よ
り
約
一
〇
年
遅
れ
て
中
国
文
壇
に
登

場
し
て
き
た
成
長
中
の
若
手
作
家
グ
ル
ー
プ
（
以
下
〔
二
組
〕
と
略
す
）、
そ
し
て
第
三
に
中
国
で
人
気
を
博
し
て
い
る
書
き
込
み
サ
イ

ト
「
豆
瓣
網
」
に
お
け
る
村
上
春
樹
の
愛
読
者
グ
ル
ー
プ
（
以
下
〔
三
組
〕
と
略
す
）
で
あ
る
。2

本
稿
は
〔
一
組
〕
の
作
家
、
す
な
わ

ち
衛
慧
（
ウ
ェ
イ
・
ホ
イ
、
え
い
け
い
、
一
九
七
三
～
）、
慶
山
（
チ
ン
・
シ
ャ
ン
、
け
い
ざ
ん
、
一
九
七
四
～
。
旧
名
：
安
妮
宝
貝
）、

そ
し
て
郭
敬
明
（
ク
オ
・
チ
ン
ミ
ン
、
か
く
け
い
め
い
、
一
九
八
三
～
）
を
め
ぐ
る
村
上
春
樹
の
受
容
問
題
に
新
た
な
光
を
当
て
て
論
じ

る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
三
作
家
は
そ
れ
ぞ
れ
現
在
の
中
国
若
者
た
ち
か
ら
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
後
述
す
る
「
七
〇
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後
」「
八
〇
後
」
作
家
群
の
代
表
格
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
国
の
村
上
受
容
研
究
の
中
で
最
も
多
く
言
及
さ
れ
て
い
る
作
家
で
も
あ
る
。

村
上
チ
ル
ド
レ
ン
系
譜
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
藤
井
省
三
は
前
述
の
著
書
で
初
め
て
〔
一
組
〕
作
家
群
の
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
し
て
の

存
在
を
指
摘
し
て
い
る
ほ
か
、
論
文
「
中
国
の
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
村
上
春
樹
小
説
の
「
家
族
不
在
」
―
衛
慧
、
ア
ニ
ー
ベ
イ
ビ
ー
に
お

け
る
「
小
資
」
文
学
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
〇
八
年
三
月
号
）
で
も
、
衛
慧
と
慶
山
の
作
品
に
見
ら
れ
る
村
上
春
樹

の
「
家
族
不
在
」
の
テ
ー
マ
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、丁
琪
「
消
費
喧
嘩
中
脆
弱
的
失
語
者
」（『
内
蒙
古
大
学
学
報
人
文
社
会
科
学
版
』

二
〇
〇
四
年
九
月
号
）
は
衛
慧
の
『
上
海
ベ
イ
ビ
ー
』
の
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
と
の
登
場
人
物
の
設
定
に
お
け
る
類
似
を
言
及
し
、
福

嶋
亮
大
「
シ
ニ
シ
ズ
ム
、
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
、
マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
―
村
上
春
樹
か
ら
中
国
現
代
文
学
へ
」（『
ユ
リ
イ
カ　

村
上

春
樹
総
特
集
』
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
は
、「
消
費
社
会
と
の
関
係
性
の
な
か
で
文
学
を
作
る
」
点
に
お
け
る
郭
敬
明
と
村
上
春
樹
の
類

似
を
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
作
家
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
創
作
の
過
程
に
お
け
る
村
上
受
容
の
特
徴
、
及
び
中
国
村
上
チ
ル

ド
レ
ン
作
家
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
言
及
す
る
専
論
は
管
見
の
限
り
で
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
本
稿
で
は
、
二
〇
世
紀
末
の
中
国
文
壇
に

登
場
し
た
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
の
誕
生
経
緯
に
触
れ
つ
つ
、
こ
の
三
人
の
有
力
な
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
作
家
に
改
め
て
焦
点
を
絞
り
、
彼
ら
が

村
上
受
容
の
過
程
に
お
い
て
、
初
期
の
村
上
作
品
に
対
す
る
模
倣
性
の
強
い
創
作
行
為
か
ら
、
徐
々
に
自
ら
の
作
風
を
確
立
し
、
村
上
チ

ル
ド
レ
ン
と
し
て
の
新
し
い
展
開
を
切
り
開
い
て
い
く
過
程
を
検
証
す
る
。
ま
た
、同
時
代
の
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
作
家
と
の
比
較
に
よ
り
、

〔
一
組
〕
作
家
群
に
よ
る

村
上
受
容
の
特
色
及
び
そ
の
意
味
を
考
察
す
る
。

　

第
一
章
　
中
国
「
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
」
の
誕
生

　

藤
井
省
三
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
（
挪
威
的
森
林
）』（
以
下
は
『
森
』
と
略
す
）
を
め
ぐ
る
村
上
受
容
は
、
大
き
く
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 3 

二
つ
の
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
天
安
門
事
件
が
勃
発
し
た
一
九
八
九
年
に
、
民
主
化
運
動
に
挫
折
し
た
中
国
の
若
者
た
ち
が

『
森
』
に
癒
し
を
求
め
た
た
め
起
き
た
比
較
的
小
さ
な
第
一
期
ブ
ー
ム
と
、
改
革
開
放
政
策
の
実
施
以
来
、
絶
好
調
だ
っ
た
中
国
経
済
の

成
長
率
が
や
や
鈍
く
な
っ
た
一
九
九
八
年
以
降
に
迎
え
た
桁
違
い
の
第
二
期
ブ
ー
ム
で
あ
る
。3

二
つ
の
ブ
ー
ム
に
関
し
て
は
前
掲
藤
井

の
著
書
で
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
章
で
は
中
国
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
の
誕
生
と
密
接
に
関
係
す
る
第
二
期
村
上
ブ
ー
ム
か
ら
登
場

し
た
「
プ
チ
ブ
ル
（
小
資
）」
と
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
（
布
波
族
）」
に
注
目
し
た
い
。

　

藤
井
省
三
は
中
国
に
お
け
る
第
二
期
村
上
ブ
ー
ム
を
論
じ
る
中
で
、
同
ブ
ー
ム
が
発
生
し
た
一
九
九
八
年
前
後
、
す
な
わ
ち
鄧
小
平
の

「
南
巡
講
話
」
に
よ
る
改
革
開
放
再
加
速
後
の
上
海
と
北
京
の
よ
う
な
大
都
市
の
経
済
発
展
状
況
に
つ
い
て
、「
全
国
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｎ

Ｐ
は
一
九
七
八
年
の
三
七
九
元
か
ら
九
九
年
に
は
六
五
四
六
元
に
ま
で
増
加
し
て
き
た
。
し
か
も
上
海
と
北
京
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
れ

ぞ
れ
三
万
八
〇
二
元
（
三
七
二
一
Ｕ
Ｓ
＄
）
と
一
万
九
八
〇
三
元
（
二
三
九
二
Ｕ
Ｓ
＄
）
に
ま
で
達
し
て
い
る
上
海
の
ば
あ
い
、
す
で
に

六
〇
年
代
末
、『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
の
時
代
の
日
本
経
済
レ
ベ
ル
に
近
づ
い
て
い
た
」4

と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
上
海
・
北

京
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
学
歴
エ
リ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
中
産
階
級
の
形
成
及
び
民
営
マ
ン
シ
ョ
ン
、
カ
フ
ェ
、
バ
ー
な
ど
人
民
共
和
国

体
制
下
で
初
め
て
の
都
市
文
化
の
出
現
と
共
に
、「
小
資
」
の
公
認
の
基
準
と
し
て
は
、
高
学
歴
で
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
ま
た
は
自
由
職
に

就
き
、
経
済
的
な
余
裕
が
あ
り
、
独
身
者
が
多
く
、
ブ
ラ
ン
ド
に
特
別
の
愛
着
を
持
ち
、
張
愛
玲
と
村
上
春
樹
を
読
み
、
旅
行
好
き
等
の

特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
布
波
族
」
は
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
と
い
う
呼
称
か
ら
分
か
る
よ
う
に
「
小
資
」
よ
り
自
由
で
反
逆
的
で
あ
る
た
め
、
よ

り
洗
練
さ
れ
た
「
小
資
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
村
上
文
学
を
都
市
生
活
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
熱
心
に
受
容
し
、
第
二

期
村
上
ブ
ー
ム
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。5

そ
し
て
、
彼
ら
の
出
現
は
次
に
登
場
す
る
中
国
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
作
家
の
た
め
の
土
台
を

築
き
上
げ
た
と
言
え
よ
う
。　

　
「
小
資
」
と
「
布
波
族
」
の
出
現
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
中
国
文
壇
で
は
「
七
〇
後
」「
八
〇
後
」
現
象
が
現
れ
た
。「
七
〇
後
」「
八
〇
後
」

と
は
二
〇
世
紀
末
の
中
国
に
登
場
し
た
言
葉
で
あ
り
、
本
来
は
当
該
年
代
生
ま
れ
の
人
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
現
在
の
よ
う
に
専
ら
そ
の

（206）



4村上チルドレンとしての中国「七〇後」・「八〇後」の作家たち

年
代
に
生
ま
れ
た
作
家
を
指
す
文
学
専
門
用
語
へ
と
変
化
し
た
き
っ
か
け
は
、
一
九
九
六
年
第
三
期
の
上
海
文
芸
出
版
社
刊
行
の
文
芸
誌

『
小
説
界
』
で
企
画
さ
れ
た
「
七
〇
年
代
以
降
」
と
い
う
特
集
で
あ
る
。
当
時
『
小
説
界
』
副
編
集
長
で
あ
っ
た
魏
心
宏
は
同
特
集
の
発

想
に
つ
い
て
、「
主
流
が
な
く
、
大
き
な
進
展
も
見
え
な
い
二
〇
世
紀
九
〇
年
代
以
降
の
中
国
文
壇
に
新
人
を
送
り
出
す
と
き
に
、
こ
の

新
進
作
家
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
作
風
の
特
徴
を
ま
と
め
る
共
通
な
言
葉
が
う
ま
く
見
つ
か
ら
ず
、
と
り
あ
え
ず
以
前
の
作
家
群
と
区
別
を
つ

け
る
た
め
に
、
出
生
年
代
に
よ
る
共
通
点
で
「
七
〇
後
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。6

偶
然
と
は
い
え
、
こ
の
出
生
年
代

で
境
界
線
を
引
く
言
葉
は
、
正
に
「
七
〇
後
」
作
家
群
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
文
化
大
革
命
末
期
に
生
ま
れ
、
鄧
小
平
時
代

の
改
革
開
放
期
の
中
で
成
長
し
て
き
た
「
七
〇
後
」
作
家
群
は
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
生
活
面
で
の
著
し
い
変
化
を
幼
少
期
か
ら
体
験

し
て
い
る
た
め
、
そ
の
思
想
や
価
値
観
及
び
創
作
手
段
は
、
前
世
代
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

「
七
〇
後
」
と
同
じ
く
そ
の
出
生
年
代
に
よ
っ
て
称
さ
れ
る
「
八
〇
後
」
現
象
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
九
年
に
上
海
作

家
協
会
発
行
の
文
芸
誌
『
萌
芽
』
が
北
京
大
学
、
復
旦
大
学
を
含
む
中
国
名
門
大
学
七
校
と
共
同
開
催
し
た
「
新
概
念
作
文
大
賽
」
と
見

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
各
文
芸
誌
が
「
八
〇
後
」
を
中
心
に
特
集
を
組
み
始
め
、
二
〇
〇
四
年
二
月
、『
タ
イ
ム
』
ア
ジ
ア
版
の
表
紙

に
「
八
〇
後
」
女
性
作
家
の
春
樹
が
登
場
し
、
本
文
で
同
じ
く
八
〇
年
代
生
ま
れ
の
作
家
韓
寒
、
ハ
ッ
カ
ー
の
満
舟
及
び
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
李
揚
と
共
に
中
国
の
「
八
〇
後
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
八
〇
後
現
象
が
広
く
注
目
さ
れ
始
め
た
の
で

あ
る
。7

し
か
し
、
文
学
・
音
楽
・
ネ
ッ
ト
世
界
に
跨
る
構
成
メ
ン
バ
ー
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、『
タ
イ
ム
』
が
「
八
〇
後
」
を
一

つ
の
文
化
現
象
と
し
て
紹
介
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
で
は
主
に
作
家
に
限
定
し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
者
の
江

氷
は
「
八
〇
後
」
を
「
命
名
前
」
と
「
命
名
後
」
の
二
段
階
に
分
け
る
べ
き
だ
と
提
案
し
、
前
者
は
雑
誌
『
萌
芽
』
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
媒
体
に
し
た
組
織
化
さ
れ
て
い
な
い
自
発
的
な
創
作
で
あ
り
、
後
者
は
メ
デ
ィ
ア
に
促
さ
れ
て
文
学
へ
移
行
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た

新
局
面
で
あ
る
と
述
べ
た
。8

「
八
〇
後
」
の
作
家
た
ち
は
青
春
、
恋
愛
、
ま
た
は
反
逆
、
喪
失
な
ど
思
春
期
の
少
年
少
女
た
ち
が
共
有

す
る
悩
み
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
リ
ア
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
形
式
を
用
い
て
小
説
に
書
き
、
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
や
若
い
世
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代
の
読
者
た
ち
か
ら
圧
倒
的
な
共
感
を
得
て
、
人
気
を
博
し
た
。

こ
の
よ
う
な
鄧
小
平
時
代
以
降
に
生
ま
れ
、
改
革
開
放
の
進
む
ポ
ス
ト
鄧
時
代
の
中
で
成
長
し
て
き
た
「
七
〇
後
」「
八
〇
後
」
は
、

毛
沢
東
時
代
に
確
立
さ
れ
た
「
単
位
」
社
会
と
い
う
「
社
会
主
義
中
国
」
的
大
家
族
制
度
の
崩
壊
に
伴
っ
て
そ
の
孤
独
感
を
増
し
て
い
る

と
同
時
に
、
従
来
の
集
団
意
識
と
は
異
な
り
、
個
人
の
内
面
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
る
。9

そ
し
て
前
述
し
た
「
小
資
」
や
「
布
波
族
」

の
よ
う
な
都
市
文
化
に
注
目
す
る
若
者
た
ち
は
、
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
て
い
く
消
費
社
会
の
中
で
育
ち
、
精
神
形
成
し
た
た
め
、
外
来

文
化
を
積
極
的
に
吸
収
し
、
ま
た
当
然
物
質
面
に
対
す
る
要
求
も
旧
世
代
に
比
べ
る
と
高
い
。
こ
の
よ
う
な
新
世
代
に
と
っ
て
、
村
上
文

学
が
ま
る
で
バ
イ
ブ
ル
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
青
春
の
喪
失
感
や
挫
折
感
に
共
感
す
る
と
同
時
に
、
小
説
か
ら
日
本

の
若
者
た
ち
の
恋
愛
及
び
都
市
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
当
然
で
あ
る
。
そ
の
中
か
ら
、
や
が
て
村
上
チ
ル

ド
レ
ン
作
家
が
登
場
し
て
く
る
。

　
第
二
章
　
模
倣
的
創
造
の
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
作
家
群
―
衛
慧
・
慶
山
・
郭
敬
明

　
第
一
節
　
作
風
の
転
換
か
ら
見
る
衛
慧
の
村
上
受
容

「
七
〇
後
」
の
中
で
も
「
美
女
作
家
」
を
代
表
す
る
衛
慧
は
、
上
海
の
名
門
校
復
旦
大
学
中
文
科
を
卒
業
し
た
後
、
記
者
、
編
集
者
な

ど
の
職
業
を
経
験
し
な
が
ら
創
作
活
動
を
行
い
、
初
期
短
編
作
の
多
く
を
『
小
説
界
』、『
鐘
山
』
な
ど
中
国
の
有
力
文
芸
誌
で
発
表
し
た
。

一
九
九
九
年
に
発
表
し
た
衛
慧
の
半
自
伝
的
小
説
『
上
海
ベ
イ
ビ
ー
（
原
題
：
上
海
寶
貝
）』10

（
以
下
『
ベ
イ
ビ
ー
』
と
略
す
）
は
、

日
本
語
版
訳
者
の
桑
島
道
夫
が
「
大
胆
な
性
描
写
で
注
目
さ
れ
、
中
国
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
も
、
当
局
か
ら
発
禁
処
分
を
受
け
た
。

そ
し
て
「
発
禁
」
と
い
う
話
題
性
も
手
伝
っ
て
、
日
本
語
版
も
二
七
万
二
〇
〇
〇
部
ま
で
発
行
部
数
を
積
み
上
げ
て
い
る
（
二
〇
〇
五
年
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八
月
二
〇
日
現
在
、
一
八
刷
）」
と
指
摘
し
て
い
る
。11

ち
な
み
に
、「
美
女
作
家
」
の
概
念
は
、
一
九
九
八
年
に
吉
林
省
作
家
協
会
主
催
の
文
芸
誌
『
作
家
』
七
月
号
で
組
ま
れ
た
特
集
「
七
〇

年
代
出
生
的
女
作
家
小
説
専
号
」
を
き
っ
か
け
に
広
く
認
識
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
特
集
は
、
衛
慧
、
棉
棉
、
周
潔
茹
を
含
む
七
名

の
女
性
作
家
の
作
品
ご
と
に
書
評
及
び
作
家
自
身
に
よ
る
創
作
談
を
付
し
て
掲
載
す
る
と
同
時
に
、
各
作
家
の
写
真
を
も
雑
誌
の
扉
に
並

べ
、
読
者
の
視
覚
に
も
訴
え
た
た
め
、
発
表
後
直
ち
に
話
題
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
前
述
の
『
小
説
界
』
が

維
持
し
て
き
た
「
七
〇
後
」
作
家
群
の
男
女
バ
ラ
ン
ス
は
一
気
に
崩
れ
、「
美
女
作
家
」
が
群
を
成
し
て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
彼
女
た

ち
は
自
分
の
容
貌
を
強
調
す
る
よ
う
に
思
わ
せ
る
宣
伝
手
段
を
用
い
る
と
同
時
に
、
奔
放
な
性
体
験
や
ド
ラ
ッ
グ
体
験
な
ど
刺
激
的
な

テ
ー
マ
を
憚
る
こ
と
な
く
取
り
上
げ
な
が
ら
小
説
化
し
、
そ
の
文
芸
活
動
は
「
身
体
で
書
く
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。12

衛
慧
の
『
ベ
イ

ビ
ー
』
は
、
正
に
そ
の
代
表
的
な
作
品
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
『
ベ
イ
ビ
ー
』
の
女
性
主
人
公
で
あ
り
作
家
志
望
の
コ
コ
は
、
大
学
卒
業
後
、
カ
フ
ェ
で
メ
イ
ド
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
う
ち
に
、
性

的
に
不
能
で
社
会
的
適
応
力
の
無
い
高
等
遊
民
の
天
天
と
恋
に
落
ち
る
。
そ
の
一
方
で
、
友
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
知
り
合
っ
た
セ
ク
シ
ー

な
ド
イ
ツ
人
商
社
マ
ン
の
マ
ー
ク
と
の
肉
体
関
係
に
溺
れ
る
。
精
神
的
な
愛
と
肉
体
的
な
欲
望
と
の
間
で
さ
ま
よ
う
コ
コ
が
、
物
語
の
最

後
に
天
天
の
薬
物
中
毒
死
と
マ
ー
ク
の
帰
国
で
恋
の
破
局
に
直
面
し
、
大
都
市
の
上
海
で
自
分
を
失
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
、
物
語
は
終

わ
る
。

　

前
述
の
丁
琪
論
文
は
『
ベ
イ
ビ
ー
』
の
天
天
と
『
森
』
の
直
子
及
び
両
作
品
に
お
け
る
登
場
人
物
間
の
三
角
関
係
と
の
類
似
性
を
指
摘

し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
受
け
て
藤
井
省
三
は
両
作
の
三
角
関
係
を
再
整
理
し
た
上
で
、『
ベ
イ
ビ
ー
』
の
コ
コ
、
天
天
、
マ
ー
ク
と
い
う

三
角
関
係
は
、『
森
』
の
ワ
タ
ナ
ベ
、
直
子
、
緑
の
関
係
を
ほ
ぼ
踏
襲
し
つ
つ
、
男
女
の
性
を
転
倒
さ
せ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
指

摘
し
た
。13

と
こ
ろ
で
、『
ベ
イ
ビ
ー
』
と
『
森
』
と
の
両
作
品
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
物
設
定
の
類
似
以
外
に
、「
青
春
」
と
い
う
テ
ー

マ
に
お
け
る
共
通
性
も
見
ら
れ
る
。
黒
古
一
夫
は
『
森
』
の
「
青
春
」
に
つ
い
て
、「〈
失
恋
〉
が
ひ
き
お
こ
し
た
青
春
の
残
酷
さ
と
優
し
さ
、
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そ
し
て
混
乱
を
描
き
出
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
精
神
の
在
り
様
が
い
か
に
も
青
春
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
」14

と
評
価
し
た
。
こ
の

評
価
は
そ
の
ま
ま
『
ベ
イ
ビ
ー
』
に
も
適
用
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
ワ
タ
ナ
ベ
に
相
当
す
る
コ
コ
は
、
天
天
の
死
と
マ
ー
ク
の
帰
国

に
よ
り
失
恋
を
経
験
す
る
が
、
そ
の
恋
愛
か
ら
失
恋
へ
の
過
程
で
経
験
し
た
青
春
の
残
酷
さ
と
美
し
さ
、
そ
の
過
程
に
よ
り
ひ
き
お
こ
さ

れ
た
混
乱
や
葛
藤
の
多
く
が
コ
コ
の
青
春
に
お
け
る
精
神
の
あ
り
様
を
象
徴
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。

一
方
、
村
上
自
身
が
『
自
作
を
語
る
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
森
』
は
「100

パ
ー
セ
ン
ト
の
恋
愛
小
説
」
で
あ
る
と
同
時

に
成
長
小
説
で
も
あ
る
。15

『
森
』
の
冒
頭
で
、
ド
イ
ツ
に
到
着
し
た
飛
行
機
内
で
、
突
然
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
名
曲
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」

を
耳
に
し
た
三
七
歳
の
ワ
タ
ナ
ベ
は
一
八
年
前
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
こ
の
よ
う
な
「
回
顧
」
形
式
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
ワ

タ
ナ
ベ
は
直
子
の
「
私
を
忘
れ
な
い
で
」
と
い
う
願
い
に
自
信
満
々
で
「
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
さ
」「
君
の
こ
と
を
忘
れ
ら
れ
る
わ
け

が
な
い
よ
」16

と
答
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
で
は
「
僕
の
頭
の
中
に
直
子
の
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
ま
で
に
は
少
し
時
間
が
か

か
る
。
そ
し
て
年
月
が
た
つ
に
つ
れ
て
そ
れ
に
要
す
る
時
間
は
だ
ん
だ
ん
長
く
な
っ
て
く
る
」17

と
い
う
悲
し
い
現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

そ
れ
を
痛
感
し
た
時
の
悲
哀
や
、
ま
た
「
そ
う
考
え
る
と
（
中
略
）
直
子
は
僕
の
こ
と
を
愛
し
て
さ
え
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
」18

と
い
う

痛
惜
の
思
い
を
通
し
て
、
今
を
生
き
る
「
僕
」
の
成
長
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
村
上
に
よ
る
成
長
の
定
義
で
あ
る
「
人
々

が
孤
独
に
戦
い
、
傷
つ
き
、
失
わ
れ
、
そ
し
て
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
き
延
び
て
い
く
」19

こ
と
に
も
呼
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
『
ベ
イ
ビ
ー
』
の
最
終
章
で
は
、
天
天
の
祖
母
か
ら
「
あ
な
た
、
誰
？
」
と
聞
か
れ
た
コ
コ
が
、「
そ
う
だ
、
私
は
誰
？

…
…
私
は
誰
？
」20

と
自
問
し
、
限
り
な
い
虚
無
感
と
喪
失
感
の
中
で
自
分
を
見
失
っ
て
し
ま
う
と
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
『
森
』

の
結
末
で
あ
る
緑
に
「
あ
な
た
、今
ど
こ
に
い
る
の
？
」
と
聞
か
れ
た
電
話
の
向
こ
う
の
ワ
タ
ナ
ベ
が
「
僕
は
今
ど
こ
に
い
る
の
だ
？
．．．

い
っ
た
い
こ
こ
は
ど
こ
な
ん
だ
？
」
と
自
問
し
、「
ど
こ
で
も
な
い
場
所
の
ま
ん
中
」21

で
彷
徨
い
つ
づ
け
る
場
面
に
酷
似
し
て
い
る
。

し
か
し
、『
ベ
イ
ビ
ー
』
は
『
森
』
の
よ
う
に
「
回
顧
」
形
式
に
よ
っ
て
主
人
公
の
成
長
を
示
す
こ
と
は
な
く
、
現
在
進
行
形
の
物
語
形

式
を
選
ん
で
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
読
者
に
更
に
強
い
臨
場
感
を
与
え
る
一
方
で
、
コ
コ
が
肉
体
的
も
精
神
的
も
成
長
す
る
こ
と
な
く
物
語
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は
終
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
意
味
で
は
、『
ベ
イ
ビ
ー
』
は
『
森
』
の
諸
要
素
を
積
極
的
に
吸
収
し
、
三
角
関
係
を
継
承
す
る
登
場
人
物
た
ち
の
性
別
を
転
倒

さ
せ
な
が
ら
、
大
胆
な
性
描
写
や
ド
ラ
ッ
グ
体
験
な
ど
と
い
っ
た
「
美
女
作
家
」
と
し
て
の
特
徴
を
前
面
に
押
し
出
し
た
『
森
』
に
対
す

る
模
倣
的
創
造
の
作
品
と
理
解
で
き
よ
う
。

『
ベ
イ
ビ
ー
』
の
成
功
は
衛
慧
の
「
美
女
作
家
」
と
し
て
の
地
位
を
確
立
さ
せ
た
が
、
発
行
後
ま
も
な
く
の
発
禁
処
分
は
衛
慧
の
精
神

を
大
き
く
動
揺
さ
せ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、作
家
本
人
が
二
〇
〇
七
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「（
二
〇
〇
〇
年
）
私
は
四
面
楚
歌
に
直
面
し
、

作
家
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
二
〇
〇
一
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
着
く
と
、
次
の
日
が
世
界
貿
易

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
爆
破
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
安
全
や
安
定
を
失
っ
た
感
覚
が
ひ
ど
く
私
に
影
響
し
、
ま
る
で
東
洋
に
も
西
洋
に
も
、
私

衛
慧
の
居
場
所
が
な
い
み
た
い
で
」22

と
語
っ
た
。
人
生
の
激
変
か
ら
生
ま
れ
た
不
安
と
困
惑
を
打
ち
消
す
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
衛
慧
は

同
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
自
分
が
渡
米
し
て
か
ら
座
禅
と
瞑
想
を
始
め
た
と
明
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
生
活
と
精
神
面
の
変
化

が
『
ベ
イ
ビ
ー
』
以
降
の
作
品
に
大
き
く
影
響
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
〇
四
年
刊
行
の
長
編
小
説
『
ブ
ッ
ダ
と
結
婚
（
原
題
：
我
的
禅
）』23

は
、
女
性
作
家
の
コ
コ
と
、
彼
女
を
め
ぐ
る
二
人
の
男
性
、

日
本
人
のM

uju

と
ア
メ
リ
カ
人
の
ニ
ッ
ク
を
中
心
に
、
上
海
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
舞
台
と
し
て
展
開
す
る
、
国
際
都
市
に
お
け
る
恋
愛

物
語
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
『
森
』
の
三
角
関
係
を
髣
髴
と
さ
せ
な
が
ら
も
、
性
に
関
す
る
描
写
も
少
な
く
な
い
た
め
、『
ベ
イ
ビ
ー
』

の
続
編
と
も
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
実
に
は
ひ
そ
か
な
変
化
が
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
変
化
に
つ
い
て
「
”
性
の
振
動
音
は
“
や

や
少
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
作
品
全
体
の
文
章
ス
タ
イ
ル
も
か
な
り
控
え
め
に
な
っ
た
。
禅
宗
の
思
想
は
小
説
の
中
で
そ
れ
ほ
ど
深

く
表
現
さ
れ
て
い
な
い
が
（
中
略
）、
衛
慧
は
作
品
の
中
で
、
作
中
人
物
に
精
神
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
見
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
読
者
に
新

た
な
生
き
る
姿
勢
を
提
示
し
て
お
り
（
中
略
）、
以
前
の
作
品
と
比
べ
る
と
、
あ
る
程
度
そ
れ
ら
を
越
え
た
と
い
う
意
義
が
あ
る
」24

と

指
摘
す
る
研
究
者
も
い
る
。
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更
な
る
大
き
な
作
風
変
換
が
示
さ
れ
た
の
は
、
二
〇
〇
七
年
刊
行
の
長
編
小
説
『
狗
爸
爸
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
、
上
海
で
恋
人
の

哲
と
優
雅
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
洋
服
店
女
性
経
営
者
の
魏
が
、
あ
る
日
突
然
姿
を
消
し
た
哲
を
探
し
出
す
た
め
に
、
亡
く
な
っ
た
父
親

の
霊
魂
が
憑
依
し
た
犬
「
露
風
禅
」
と
共
に
旅
に
出
て
、
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
た
後
に
、
よ
う
や
く
哲
と
の
再
会
を
果
た
す
と
い
う

冒
険
物
語
風
の
小
説
で
あ
る
。
最
初
か
ら
人
生
の
目
標
は
不
明
確
な
ま
ま
に
大
都
市
で
彷
徨
い
、
様
々
な
経
験
を
経
た
後
に
更
な
る
深
い

喪
失
感
に
陥
っ
て
い
く
よ
う
な
以
前
の
衛
慧
の
小
説
の
主
人
公
と
は
異
な
り
、『
狗
爸
爸
』
の
魏
は
「
露
風
禅
」
と
共
に
行
う
修
行
を
通

し
て
、
人
生
の
真
諦
を
習
得
し
た
大
人
に
成
長
し
、
更
に
そ
の
成
果
を
胸
に
秘
め
て
、
人
妻
そ
し
て
母
に
ま
で
な
っ
て
い
る
。『
狗
爸
爸
』

は
「
人
類
は
社
会
、
物
質
、
科
学
の
進
歩
に
対
す
る
追
求
か
ら
心
、
精
神
へ
の
探
索
へ
と
深
化
す
る
時
代
を
暗
喩
す
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な

小
説
で
あ
り
（
中
略
）、
性
描
写
が
な
い
」25

と
作
者
衛
慧
自
身
が
説
明
し
て
い
る
。『
狗
爸
爸
』
を
通
し
て
、
衛
慧
は
青
春
時
代
の
自
分

に
別
れ
を
告
げ
、
魏
の
成
長
に
よ
っ
て
自
ら
の
成
長
を
暗
示
し
、
こ
れ
か
ら
新
た
な
人
生
を
歩
ん
で
い
こ
う
と
い
う
決
心
を
読
者
に
宣
言

し
た
と
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、村
上
春
樹
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
の
よ
う
な
突
然
失
踪
し
た
妻
を
捜
索
す
る
た
め
に
様
々

な
冒
険
を
経
験
す
る
プ
ロ
ッ
ト
、
ま
た
は
短
編
「
か
え
る
く
ん
、
東
京
を
救
う
」
の
よ
う
な
人
間
の
言
葉
を
話
す
動
物
の
指
示
に
よ
り
任

務
を
果
た
す
設
定
は
、『
狗
爸
爸
』
に
も
共
通
し
た
物
語
構
造
が
あ
り
、作
風
の
転
換
そ
の
も
の
も
含
め
、衛
慧
は
模
倣
的
創
造
を
通
じ
て
、

な
お
も
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
系
譜
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

『
狗
爸
爸
』
刊
行
後
ま
も
な
い
二
〇
〇
七
年
五
月
に
、
衛
慧
は
上
海
で
階
段
か
ら
の
墜
落
事
件
で
重
傷
を
負
い
、
二
五
日
間
に
わ
た
る

意
識
不
明
の
危
篤
状
態
に
陥
っ
た
。
恢
復
し
た
衛
慧
は
、
事
故
後
の
生
と
死
の
瀬
戸
際
に
、
三
毛
（
一
九
四
三
～
一
九
九
一
）
と
張
愛
玲

（
一
九
二
〇
～
一
九
九
五
）
の
幽
霊
に
話
か
け
ら
れ
た
こ
と
を
、
自
ら
の
ブ
ロ
グ
で
発
表
し
た
。26

こ
の
よ
う
な
興
味
深
い
発
言
は
、
再

生
を
得
た
衛
慧
が
中
国
文
学
史
で
三
毛
と
張
愛
玲
の
よ
う
な
地
位
を
目
指
す
べ
く
再
出
発
の
決
志
を
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（200）
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第
二
節
　
絶
え
間
な
き
春
樹
へ
の
関
心
―
慶
山
の
村
上
文
学
受
容

慶
山
（
本
名
：
励
婕
）
は
浙
江
省
寧
波
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
一
九
九
八
年
に
短
編
小
説
「
さ
よ
な
ら
、
ビ
ビ
ア
ン
（
原
題
：
告
別
薇
安
）」

で
ネ
ッ
ト
小
説
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

ち
な
み
に
、「
ネ
ッ
ト
文
学
」
も
一
部
の
「
七
〇
後
」
作
家
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
活
躍
の
場
で
あ
っ
た
。
九
〇
年
代
以
降
、
中
国
に

お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
共
に
、
ネ
ッ
ト
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
発
表
す
る
ラ
イ
タ
ー
た
ち
の
た
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
ネ
ッ

ト
文
学
サ
イ
ト
が
急
増
し
た
。
慶
山
が
ネ
ッ
ト
デ
ビ
ュ
ー
し
た
一
九
九
〇
年
代
末
は
正
に
中
国
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
文
学
の
隆
盛
期
で
も

あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
か
ら
の
二
〇
年
間
に
紙
媒
体
で
発
表
さ
れ
た
小
説
数
が
二
万
篇
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
で
は
九
八

年
か
ら
の
二
年
間
で
五
万
篇
に
上
る
小
説
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ヒ
ッ
ト
作
は
改
め
て
書
籍
化
さ
れ
た
り
し
た
。27

慶
山
の
デ

ビ
ュ
ー
作
『
さ
よ
な
ら
ビ
ビ
ア
ン
（
原
題
：
告
別
薇
安
）』28

が
二
〇
〇
〇
年
に
あ
ら
た
め
て
中
国
社
会
科
学
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
、

五
〇
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
の
も
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
に
ま
で
「
安
妮
宝
貝
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
た
慶
山
の
デ
ビ
ュ
ー
短
編
集
『
さ
よ
な
ら
、
ビ
ビ
ア
ン
』
に

つ
い
て
は
、
衛
慧
の
初
期
短
編
群
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
ロ
ー
マ
字
表
記
に
よ
る
登
場
人
物
名
や
ブ
ラ
ン
ド
名
の
多
用
、
ま
た
は
大
都
市

で
豊
か
な
暮
ら
し
を
す
る
一
方
で
、
孤
独
で
空
虚
な
人
生
を
送
る
登
場
人
物
の
設
定
に
対
し
て
、
藤
井
省
三
が
村
上
春
樹
の
影
響
を
指
摘

し
た
。29

村
上
の
影
響
は
『
さ
よ
な
ら
、ビ
ビ
ア
ン
』
以
降
の
作
品
で
も
顕
著
で
あ
る
。
例
え
ば
、二
〇
〇
四
年
刊
行
の
エ
ッ
セ
イ
集
『
清

醒
紀
』
で
は
、「
死
は
、生
の
一
つ
の
対
立
面
で
は
な
い
。
そ
れ
と
生
と
の
間
の
関
係
は
、ま
る
で
互
い
の
鏡
に
映
っ
て
い
る
影
の
よ
う
だ
。

差
異
が
な
い
。
互
い
に
包
み
合
う
。
し
か
も
常
に
互
い
を
眺
め
対
峙
す
る
」30

と
い
う
人
生
観
が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
『
森
』
の

名
句
で
あ
る
「
死
は
生
の
対
極
と
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
と
し
て
存
在
し
て
い
る
」31

を
連
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

慶
山
作
品
に
見
ら
れ
る
特
徴
は
村
上
受
容
を
想
起
さ
せ
、
単
語
、
フ
レ
ー
ズ
単
位
な
ど
初
歩
的
技
巧
的
レ
ベ
ル
か
ら
模
倣
的
創
造
へ
と
そ

（199）
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の
村
上
受
容
が
昇
華
す
る
の
は
二
〇
〇
六
年
刊
行
の
長
編
小
説
『
蓮
花
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

『
蓮
花
』
は
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
成
功
し
た
も
の
の
、
精
神
的
に
は
非
常
に
空
虚
で
孤
独
に
生
き
る
、
中
産
階
級
の
男
性
紀
善
生
が
主
人
公

で
あ
る
。
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
女
性
の
旧
友
で
、
チ
ベ
ッ
ト
の
山
奥
に
あ
る
小
学
校
で
教
員
を
し
て
い
る
蘇
内
河
を
訪
ね
て
い
く
た
め

に
、
ラ
サ
で
余
命
宣
告
さ
れ
た
女
性
慶
昭
と
出
会
い
、
共
に
チ
ベ
ッ
ト
の
奥
地
に
あ
る
墨
脱
へ
と
旅
す
る
。
青
春
、
恋
愛
、
友
情
、
そ
し

て
人
生
の
成
長
を
め
ぐ
る
生
と
死
の
物
語
で
あ
る
。

『
蓮
花
』に
お
け
る
登
場
人
物
の
設
定
は『
森
』を
髣
髴
と
さ
せ
る
男
性
一
人（
紀
善
生
）と
女
性
二
人（
蘇
内
河
、慶
昭
）で
あ
る
。
ま
た
、

両
作
に
お
い
て
、
緑
（『
森
』）
と
慶
昭
（『
蓮
花
』）
は
直
子
（『
森
』）
と
内
河
（『
蓮
花
』）
を
隔
て
て
男
性
主
人
公
と
向
き
合
う
と
い
う

立
場
に
あ
る
。
し
か
も
、
一
対
の
男
女
の
中
間
に
位
置
す
る
直
子
・
内
河
は
緑
・
慶
昭
と
壁
で
隔
て
ら
れ
て
お
り
、
直
子
と
緑
、
内
河
と

慶
昭
と
は
そ
れ
ぞ
れ
終
始
出
会
う
こ
と
が
な
い
。　

物
語
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
実
は
内
河
が
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
善
生
が
知
り
な
が
ら
、
現
実
の
世
界
に
存
在
し
な
い
内
河

を
探
す
た
め
に
旅
に
出
る
点
は
、『
森
』
の
中
で
ワ
タ
ナ
ベ
が
「
す
で
に
死
者
で
あ
る
、
非
在
と
し
て
の
直
子
」32

に
会
う
た
め
に
阿
美

寮
へ
訪
れ
る
と
い
う
設
定
を
連
想
さ
せ
る
。
ま
た
、
物
語
の
最
後
で
、
奇
跡
的
に
病
気
が
治
っ
た
慶
昭
が
新
し
い
生
活
を
始
め
る
と
い
う

「
再
生
」
の
テ
ー
マ
は
、『
森
』
に
お
い
て
緑
が
「
生
」
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
と
呼
応
す
る
と
考
え
る
と
、
両
作
品
に
通
じ
る
死
生
観
が

鮮
明
に
な
る
。
更
に
、
小
説
全
体
の
構
造
と
し
て
男
性
主
人
公
の
「
回
想
」
が
物
語
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
点
や
、
多
く

の
死
者
が
登
場
す
る
点
な
ど
を
見
て
も
、『
蓮
花
』
に
は
『
森
』
と
の
類
似
点
が
多
い
。

そ
の
一
方
、
両
作
に
は
相
違
点
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、『
蓮
花
』
の
三
人
の
主
人
公
は
『
森
』
の
三
人
と
一
対
一
で
対
応
す
る
よ

う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
慶
昭
は
直
子
と
緑
と
の
二
人
と
も
に
似
た
と
こ
ろ
を
持
ち
、
内
河
も
直
子
の
よ
う
な
存
在
で
あ

る
と
同
時
に
、
緑
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
も
あ
わ
せ
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
物
語
の
最
後
で
、
病
気
が
治
り
「
再
生
」
を
果
た
し
た
慶
昭
が

数
年
後
に
、
小
説
の
舞
台
か
ら
消
え
た
善
生
と
共
に
し
た
経
験
及
び
内
河
に
対
す
る
善
生
の
回
想
談
を
記
し
た
手
帳
を
自
宅
に
訪
れ
た

（198）
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「
私
」
に
渡
す
。
こ
の
時
点
で
『
蓮
花
』
は
実
は
慶
昭
の
回
想
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
に
な
る
。
つ
ま
り
、『
蓮
花
』
は
第
三
の
語
り
手

で
あ
る
「
私
」
が
読
む
慶
昭
の
回
想
記
で
あ
り
、
そ
の
中
で
紀
善
生
自
身
の
回
想
も
展
開
さ
れ
る
と
い
う
三
重
の
入
れ
子
構
造
で
構
成
さ

れ
た
物
語
で
あ
る
。
更
に
両
作
で
用
い
ら
れ
て
い
る
人
称
の
違
い
や
、『
蓮
花
』
が
強
調
す
る
恋
愛
よ
り
霊
地
チ
ベ
ッ
ト
の
旅
に
よ
る
精

神
的
成
長
と
い
う
作
品
の
主
旨
な
ど
も
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、『
蓮
花
』
は
あ
た
か
も
『
森
』
の
主
要
な
要
素
を
創
造
的
に
再
構
成
し
て
創

作
さ
れ
た
模
倣
的
創
造
の
手
法
の
集
大
成
で
あ
り
、
慶
山
の
村
上
受
容
に
お
け
る
大
き
な
転
換
点
で
も
あ
る
。
な
お
、『
蓮
花
』
の
『
森
』

受
容
に
関
し
て
詳
細
は
拙
稿
「『
ノ
ル
ウ
エ
イ
の
森
』
か
ら
墨
脱
の
『
蓮
花
』
へ
」（『
東
方
学
』
百
二
七
輯
、
二
〇
一
四
年
）
を
ご
参
照

い
た
だ
く
と
し
て
、
本
節
は
そ
の
後
の
新
し
い
展
開
に
注
目
し
た
い
。　

二
〇
一
一
年
、
慶
山
が
編
集
長
と
な
っ
て
発
行
し
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
文
芸
誌
『
大
方
』
創
刊
号
で
は
、
日
本
の
新
潮
社
刊
行
の

季
刊
誌
『
考
え
る
人
』
二
〇
一
〇
年
夏
号
と
同
じ
く
、
老
舗
ホ
テ
ル
の
階
段
の
下
に
立
っ
て
い
る
村
上
春
樹
の
写
真
が
表
紙
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。33

し
か
も
同
誌
全
誌
面
の
半
分
近
い
ス
ペ
ー
ス
を
割
い
て
、『
考
え
る
人
』
掲
載
の
「
村
上
春
樹
ロ
ン
グ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の

中
国
語
訳
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
慶
山
に
よ
る
村
上
受
容
が
新
た
に
展
開
し
て
行
く
。

ち
な
み
に
、
拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」（
同
注
釈
１
）
で
は
、
村
上
文
学
と
は
直
接
的
な
関

係
が
な
く
、
そ
の
中
に
登
場
す
る
特
定
の
モ
チ
ー
フ
や
周
縁
の
事
象
を
強
調
す
る
社
会
現
象
に
注
目
し
て
、
中
国
に
お
け
る
「
村
上
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
」
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
管
見
の
限
り
、「
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
表
象
は
大
き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

第
一
に
、
特
定
の
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
る
た
め
に
村
上
作
品
の
タ
イ
ト
ル
を
借
用
し
て
い
る
曲
名
や
店
舗
名
、
更
に
不
動

産
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
よ
う
な
表
面
的
受
容
が
あ
る
。
第
二
に
、
村
上
本
人
、
あ
る
い
は
村
上
作
品
に
関
連
づ
け
た
創
作
・
編
集
活
動

で
あ
り
、
例
え
ば
村
上
作
品
に
よ
く
登
場
す
る
料
理
や
音
楽
に
焦
点
を
絞
っ
た
、『
村
上
春
樹
美
食
厨
房
』（
二
〇
〇
四
年
）
や
Ｃ
Ｄ
ア
ル

バ
ム
の
『
村
上
春
樹
的
巡
礼
之
年
』（
二
〇
一
三
年
）、
ま
た
は
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
掲
載
と
い
っ
た
文
学
・
文
化
受
容
で
あ
る
。
第
三

に
、
本
章
で
言
及
し
た
特
定
の
村
上
作
品
に
対
す
る
模
倣
的
創
造
の
受
容
よ
り
、
創
造
の
度
合
い
が
更
に
深
ま
り
、
す
で
に
習
熟
し
た
村

（197）
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上
文
学
の
世
界
を
自
己
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
文
学
創
作
活
動
、
例
え
は
後
述
す
る
郭
敬
明
に
よ
る
村
上
文
学
の
受
容
で
あ
る
。34

従
っ
て
、

上
述
し
た
慶
山
が
自
ら
編
集
長
と
な
っ
て
創
刊
し
た
『
大
方
』
の
村
上
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
掲
載
及
び
同
誌
に
よ
る
『
考
え
る
人
』
と
同
一

表
紙
写
真
の
採
用
は
、
慶
山
が
自
作
『
蓮
花
』
の
模
倣
的
創
造
の
完
成
に
よ
る
脱
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
を
経
て
、
更
に
広
範
囲
の
文
化
発
信

と
し
て
の
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
進
展
し
た
実
践
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
二
〇
一
一
年
三
月
刊
行
の
慶
山
最
新
の
長
篇
作
『
春
宴
』
で
は
、
再
び
村
上
作
品
に
対
す
る
明
ら
か
な
模
倣
的
創
造
が
見
ら

れ
る
。

『
春
宴
』
は
対
照
的
に
存
在
す
る
二
人
の
女
性
を
主
人
公
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
語
を
通
じ
て
、
人
と
現
世
と
の
関
係
や
恋
愛
に
よ
る

葛
藤
や
喪
失
感
な
ど
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。『
春
宴
』
の
章
題
の
付
け
方
や
作
品
の
構
成
に
お
け
る
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
へ
の
挑
戦
な

ど
か
ら
は
、『
１
Ｑ
８
４
』
の
影
響
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、『
１
Ｑ
８
４
』
で
は
、
村
上
作
品
で
多
用
さ
れ
る
パ
ラ
レ
ル

ワ
ー
ル
ド
式
の
物
語
構
造
に
よ
り
、「
青
豆
」
の
章
と
「
天
吾
」
の
章
、
が
交
互
に
登
場
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
春
宴
』
も
最
初
と
最

後
の
章
を
除
く
第
二
章
か
ら
第
一
一
章
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
主
人
公
の
名
前
で
あ
る
「
慶
長
」
と
「
信
得
」
を
章
題
に
含
む
章
が
交
互
に

配
さ
れ
る
。
し
か
も
、
各
章
題
の
命
名
も
『
１
Ｑ
８
４
』
の
「
登
場
人
物
名
＋
章
題
」（
例
え
ば
、「
天
吾　

本
物
の
血
が
流
れ
る
実
物
の

革
命
」
第
一
〇
章
）
の
形
式
を
継
承
し
て
、「
信
得　

見
え
な
い
存
在
（
信
得　

看
不
見
的
存
在
）
第
一
〇
章
」
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て

い
る
。
更
に
、
両
作
品
と
も
扉
に
詩
を
掲
げ
て
い
る
。

『
春
宴
』
の
初
期
構
想
に
つ
い
て
、
慶
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
ま
ず
『
春
宴
』
の
構
成
に
対
す
る
構
想
は
よ
り
大
き
い
な
も

の
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
小
説
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
三
つ
に
定
め
、
そ
の
ほ
か
も
う
一
つ
「
私
」
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
後

に
な
っ
て
そ
れ
を
カ
ッ
ト
し
、「
慶
長
」
と
「
信
得
」
の
二
つ
だ
け
を
残
し
た
の
は
、
二
つ
だ
け
で
も
内
容
が
十
分
多
く
、
文
字
数
も
多

い
の
で
、
そ
の
ま
ま
書
き
続
け
る
と
小
説
が
あ
ま
り
に
も
大
部
に
な
る
か
ら
で
す
」。35

慶
山
自
身
の
解
説
か
ら
判
断
し
て
、『
春
宴
』
は

構
想
時
点
か
ら
正
に
『
１
Ｑ
８
４
』
の
「
青
豆
」「
天
吾
」「
牛
河
」
と
い
う
物
語
の
構
成
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
の
内
容
か
ら
慶
山
の
村
上
受
容
史
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
と
、初
期
の
単
語
・
フ
レ
ー
ズ
の
断
片
的
受
容
か
ら
、『
蓮
花
』
の
『
森
』

に
対
す
る
模
倣
的
創
造
を
経
て
、
つ
い
に
『
大
方
』
に
お
け
る
村
上
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
掲
載
を
き
っ
か
け
に
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
進

展
し
た
の
ち
に
、
ま
た
新
作
『
春
宴
』
の
『
１
Ｑ
８
４
』
に
対
す
る
模
倣
的
創
造
に
よ
っ
て
、
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
へ
と
戻
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
間
を
往
来
す
る
慶
山
の
村
上
受
容
は
正
に
彼
女
の
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
作
家
と
し

て
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。　

慶
山
は
二
〇
一
四
年
六
月
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
変
更
を
正
式
に
発
表
し
た
。「
慶
」
は
「
歓
喜
」
と
「
祝
福
」
の
意
を
含
む
文
字
で
、「
山
」

は
作
者
自
身
が
登
山
体
験
を
通
じ
て
「
山
」
の
意
味
を
悟
っ
た
こ
と
に
因
ん
だ
一
字
で
あ
る
と
い
う
。
今
回
の
改
名
に
つ
い
て
彼
女
は
次

の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
安
妮
は
私
の
永
遠
の
一
部
で
あ
り
、
私
の
全
て
の
創
作
は
安
妮
宝
貝
と
い
う
基
礎
の
上
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

（
中
略
）
木
に
新
た
な
枝
が
伸
び
、
旅
人
が
新
し
い
辺
境
へ
向
か
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。
新
し
い
発
生
の
全
て
が
、
昔
の
基
礎
の
上
に
確

立
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
自
分
の
過
去
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
」36

。
こ
の
よ
う
な
彼
女
自
身
の
言
葉
か
ら
、
作
家
と
し
て
の
成
長
と
共

に
新
た
な
自
分
を
発
見
し
、
築
い
て
い
く
積
極
的
な
姿
勢
を
読
み
取
れ
よ
う
。
慶
山
と
し
て
再
出
発
を
果
た
し
た
安
妮
宝
貝
は
、
今
後
如

何
に
し
て
新
た
な
村
上
受
容
を
展
開
す
る
の
か
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。

　
第
三
節
　「
子
ど
も
っ
ぽ
い
感
傷
」
の
誕
生
―
郭
敬
明
の
村
上
文
学
受
容

二
〇
一
一
年
九
月
号
の
『C

O
U

R
R

iER　

JA
PA

N

』
で
「
中
国
の
村
上
春
樹
」
と
紹
介
さ
れ
た
「
八
〇
後
」
作
家
の
郭
敬
明
は
、
現
在

上
海
最
世
文
化
発
展
株
式
会
社
の
社
長
兼
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
文
学
創
作
活
動
と
並
行
し
て
、
文
芸
誌
・
コ
ミ
ッ
ク
誌
の
編
集
、
書

籍
の
出
版
、
更
に
映
画
監
督
ま
で
、
文
化
事
業
を
幅
広
く
精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
非
常
に
個
性
豊
か
な
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
作
家
で
あ
る
。

二
〇
〇
一
年
と
二
〇
〇
二
年
と
に
二
回
連
続
で
、
前
述
し
た
「
八
〇
後
現
象
」
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
新
概
念
作
文
大
賽
」
で
一
等
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賞
を
受
賞
し
た
郭
は
、
二
〇
〇
三
年
に
大
ヒ
ッ
ト
作
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
『
幻
城
』（
春
風
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
三
）
及
び
リ
ア
リ

ズ
ム
青
春
小
説
『
夢
里
花
落
知
多
少
』（
春
風
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
三
。
以
下
『
夢
』
と
略
す
）
に
よ
っ
て
、
一
九
歳
の
若
さ
で
鮮
烈

な
作
家
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。

郭
敬
明
の
作
品
群
は
、「
Ａ
Ｃ
Ｇ
」（
ア
ニ
メ
、
コ
ミ
ッ
ク
、
ゲ
ー
ム
の
略
称
）
風
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
の
ほ
か
は
、
殆
ん
ど
が
学
生
向

け
の
学
園
青
春
物
語
で
あ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
郭
に
は
、
村
上
春
樹
か
ら
の
明
確
な
影
響
は
見
出
せ
な
い
が
、
郭
に
よ
る
最
初
の
エ
ッ

セ
イ
集
『
愛
与
痛
的
辺
縁
』（
以
下
『
愛
』
と
略
す
）
に
は
、
①
「
破
裂
し
た
ギ
タ
ー
の
音
が
私
を
森
の
中
で
迷
っ
て
い
る
よ
う
な
気
に

さ
せ
る
―
村
上
春
樹
」37

、
ま
た
は
②
「
忘
却
は
我
々
が
変
え
ら
れ
な
い
宿
命
で
あ
る
。
最
後
に
村
上
春
樹
の
言
葉
を
引
用
す
る
：
そ
れ

は
ま
る
で
ず
れ
て
し
ま
っ
た
ト
レ
ー
シ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に
、
何
も
か
も
が
と
り
返
し
の
つ
か
ぬ
昔
と
は
、
少
し
ず
つ
食
い
違
っ

て
い
た
。」38

の
よ
う
な
村
上
作
品
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
藤
井
省
三
『
村
上
春
樹
の
な
か
の
中
国
』
で
言
及
す
る
現
在
確
認
可
能
な
『
森
』

と
『
風
の
歌
を
聴
け
』
の
中
国
語
訳
本
（
海
賊
版
も
含
む
）
と
に
照
会
し
て
み
る
と
、
こ
の
二
つ
の
文
章
は
ど
れ
も
日
本
語
の
原
作
、
ま

た
は
中
国
語
の
訳
文
と
は
食
い
違
っ
て
い
る
。39

つ
ま
り
、『
愛
』
に
お
け
る
郭
の
村
上
か
ら
の
「
引
用
」
は
、
原
文
そ
の
ま
ま
の
復
唱

で
は
な
く
、
自
ら
の
想
像
及
び
理
解
を
加
え
た
上
で
再
編
集
を
経
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
原
因
は
後
述
す
る
が
、
こ
れ
は
前
二
節

で
取
り
上
げ
た
衛
慧
と
慶
山
の
初
期
作
品
に
お
け
る
村
上
受
容
に
は
見
え
な
か
っ
た
郭
敬
明
に
よ
る
独
特
の
受
容
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
言

え
よ
う
。

郭
の
初
期
作
品
に
は
、
上
述
の
よ
う
な
村
上
文
学
か
ら
の
「
準
引
用
」
以
外
に
、
物
語
設
定
上
の
受
容
も
見
ら
れ
る
。
前
述
し
た

二
〇
〇
三
年
刊
行
の
郭
敬
明
ヒ
ッ
ト
作
『
夢
』
は
、
大
学
を
出
た
ば
か
り
の
若
者
た
ち
の
交
友
、
恋
愛
を
め
ぐ
る
陰
謀
や
復
讐
、
そ
し
て

喪
失
な
ど
を
描
い
た
青
春
物
語
で
あ
る
。
小
説
の
最
後
で
、
語
り
手
の
女
性
主
人
公
林
嵐
は
、
波
瀾
万
丈
の
過
去
を
経
て
よ
う
や
く
人
生

が
落
ち
着
く
。
北
京
か
ら
深
圳
へ
旅
経
つ
た
め
に
空
港
に
向
か
う
途
中
の
車
内
で
、
過
ぎ
去
っ
た
恋
人
や
友
人
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
た
末

に
、
無
限
の
喪
失
感
に
襲
わ
れ
、
小
説
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
『
夢
里
花
落
知
多
少
』
と
い
う
古
い
歌
を
思
い
出
し
な
が
ら
物
語
が
終
わ
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る
。
こ
の
結
末
は
『
森
』
の
冒
頭
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
空
港
に
到
着
し
た
ワ
タ
ナ
ベ
が
機
内
で
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
名
曲
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」

を
耳
に
し
て
、
昔
の
こ
と
を
思
い
出
す
設
定
を
連
想
さ
せ
る
。
し
か
し
、
両
作
の
類
似
点
は
こ
れ
以
外
に
殆
ん
ど
見
出
せ
な
い
。
郭
敬

明
は
「ACG
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
や
、「
学
園
物
語
」
を
中
心
と
す
る
創
作
に
お
い
て
、
や
は
り
衛
慧
と
慶
山
と
比
べ
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど

村
上
文
学
の
受
容
を
積
極
的
に
は
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
一
方
で
、「ACG

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」「
学
園
物
語
」
の
ほ
か
に
、「
感
傷
」
も
郭
の
作
品
で
よ
く
見
ら
れ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、郭
が
描
く
「
感
傷
」
が
村
上
春
樹
の
作
品
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
点
に
つ
い
て
、多
く
の
研
究
者
は
指
摘
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
中
国
の
日
本
文
学
研
究
者
、
黄
忠
順
は
、「
と
り
わ
け
感
傷
、
孤
独
、
や
る
せ
な
い
気
持
ち
に
つ
い
て
は
、『
ノ
ル
ウ
ェ
イ

の
森
』
が
す
で
に
中
国
の
大
半
の
青
春
文
学
を
こ
の
よ
う
な
流
行
病
に
感
染
さ
せ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
安
妮
宝
貝
か
ら
郭
敬
明
（
中

略
）
に
至
る
ま
で
、
ひ
た
す
ら
悲
し
ん
で
き
た
」40

、
と
郭
の
村
上
か
ら
「
感
傷
」
の
テ
ー
マ
を
受
容
し
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
郭
自
身
も
「
僕
は
朴
樹
（
筆
者
注
：
歌
手
名
）
を
聴
く
と
村
上
春
樹
を
思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
彼

ら
が
ず
っ
と
感
傷
的
に
し
て
優
美
な
青
春
、
多
感
に
し
て
孤
独
な
年
代
を
語
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
、
た
だ
し
一
方
は
音
楽
を
運
び
手

と
し
て
、
一
方
は
文
字
を
経
路
と
す
る
の
だ
が
。」41

と
述
べ
、
そ
の
影
響
関
係
が
窺
が
え
る
。
し
か
し
、
以
下
に
説
明
す
る
よ
う
に
、

郭
が
描
く
「
感
傷
」
は
、
村
上
の
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
容
し
て
自
分
の
作
品
に
取
り
込
ん
だ
の
で
は
な
く
、
彼
独
自
の
「
感
傷
」
へ
と

再
創
造
さ
れ
て
い
る
。

郭
に
よ
る
感
傷
に
溢
れ
た
青
春
物
語
『
夢
』
を
『
森
』
と
比
較
す
る
と
、ま
ず
『
森
』
の
静
か
で
淡
々
と
し
た
「
感
傷
」
に
対
し
て
、『
夢
』

の
場
合
は
、
常
に
暴
力
的
な
要
素
が
織
り
込
ま
れ
、
読
者
に
痛
み
を
感
じ
さ
せ
る
ほ
ど
鮮
烈
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
森
』
の
場
合
は
、

異
な
る
年
齢
層
や
社
会
背
景
を
持
つ
登
場
人
物
た
ち
に
託
さ
れ
た
共
通
の
、
あ
る
い
は
個
別
の
人
生
経
験
に
よ
っ
て
、
多
様
な
憂
い
や

喪
失
感
が
描
き
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
恋
の
悩
み
が
殆
ど
の
登
場
人
物
に
と
っ
て
共
通
す
る
経
験
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
レ
イ
コ
の
精

神
疾
患
、
突
撃
隊
の
突
然
の
退
学
、
緑
の
家
庭
問
題
、
キ
ズ
キ
の
自
殺
な
ど
、
各
個
人
が
抱
え
て
い
る
個
別
的
体
験
で
あ
る
。
こ
れ
に
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よ
っ
て
、
異
な
る
階
層
に
所
属
す
る
人
物
た
ち
が
抱
え
て
い
る
多
様
な
「
感
傷
」
は
、
多
く
の
人
々
の
共
感
を
呼
び
、
幅
広
い
読
者
層

を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、『
夢
』
で
は
、
大
学
生
の
主
人
公
林
嵐
及
び
彼
女
の
ま
わ
り
に
い
る
同
年
代
の
友
人
た
ち
の
よ
う
な

同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
る
登
場
人
物
た
ち
が
、
共
通
の
経
験
を
通
じ
て
、
限
定
さ
れ
た
「
感
傷
」
を
表
出
し
て
い
る
た
め
に
、
主

に
作
中
人
物
た
ち
と
同
年
代
、
あ
る
い
は
類
似
す
る
経
験
を
有
す
る
読
者
た

ち
の
共
感
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

限
定
さ
れ
た
感
傷
の
ほ
か
、
成
長
へ
と
は
つ
な
が
ら
な
い
感
傷
も
郭
作
品

の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、『
森
』
は
「
回
顧
」
の
形
式
を

取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
人
公
の
成
長
を
示
す
と
同
時
に
、
人
生
の
喪
失
感

や
孤
独
な
ど
の
感
傷
を
昇
華
さ
せ
、
読
者
た
ち
に
自
己
の
人
生
に
対
す
る
思

考
を
静
か
に
促
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、多
く
の
郭
作
品
で
は
衛
慧
の『
ベ

イ
ビ
ー
』
の
よ
う
に
、
現
在
進
行
形
に
よ
っ
て
物
語
が
展
開
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
読
者
た
ち
は
、
次
か
ら
次
へ
と
出
現
す
る
プ
ロ
ッ
ト
の
山
場
に
沿

っ
て
、
主
人
公
と
共
に
喜
怒
哀
楽
を
覚
え
な
が
ら
結
末
を
迎
え
て
い
く
一
方

で
、
振
り
返
っ
て
反
省
し
た
り
、
立
ち
止
ま
っ
て
感
情
を
整
理
し
た
り
す
る

余
裕
は
殆
ん
ど
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
読
者
が
作
品

を
通
じ
て
感
受
し
た
感
傷
は
、
必
ず
し
も
彼
ら
に
「
成
長
」
を
促
す
わ
け
で

は
な
く
、
読
者
の
心
の
中
で
感
傷
の
ま
ま
積
み
重
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
国
の
日
本
文
学
研
究
者
、
趙
薇
は
「
郭
敬
明
は
感
傷

的
に
な
る
こ
と
だ
け
覚
え
て
い
た
が
村
上
の
青
春
に
対
す
る
思
考
を
忘
れ
て

（192）
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い
た
」42

と
批
判
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
異
な
る
角
度
か
ら
郭
に
よ
る
成
長
を
伴
わ
ぬ
感
傷
を
指
摘
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み

に
、
こ
の
よ
う
な
限
定
さ
れ
た
成
長
な
し
の
感
傷
は
、
郭
以
降
の
長
編
作
品
『
悲
し
み
は
逆
流
し
て
河
に
な
る
（
原
題
：
悲
傷
逆
流
成

河
）』43

と
『
小
時
代
』（
長
江
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
シ
リ
ー
ズ
を
も
貫
い
て
い
る
。

諸
子
著
『
穿
越
郭
敬
明
独
一
代
的
想
像
森
林
』
は
、
こ
の
よ
う
な
郭
が
描
く
感
傷
を
「
子
ど
も
っ
ぽ
い
」
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
し

て
『
森
』
を
言
及
し
つ
つ
郭
敬
明
の
流
行
と
関
連
づ
け
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「『
森
』
は
決
し
て
村
上
春
樹
の
最
高
の
作
品
で
は
な
い
が
、『
森
』
の
成
功
に
よ
っ
て
、
郭
敬
明
の
奇
跡
の
よ
う
な
成
功
を
あ
る
程

度
解
釈
で
き
る
（
中
略
）『
森
』
の
よ
う
な
骨
に
し
み
入
る
感
傷
は
、
日
本
の
若
者
の
共
感
を
呼
ん
だ
。
安
妮
宝
貝
の
憂
鬱
は
、
よ
り

大
人
っ
ぽ
い
も
の
だ
。
で
は
誰
の
憂
鬱
が
「
子
ど
も
っ
ぽ
い
」
と
言
え
る
の
か
。
そ
こ
で
郭
敬
明
が
こ
の
期
に
応
じ
て
誕
生
し
た
。
お

そ
ら
く
郭
敬
明
の
流
行
は
、
郭
敬
明
個
人
の
成
功
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
の
子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
の
心
の
声
の
代
弁
者
を
必
要
と
し

て
お
り
、
そ
こ
へ
郭
敬
明
が
や
っ
て
来
た
の
だ
」44

。

郭
敬
明
が
描
く
感
傷
の
テ
ー
マ
を
最
も
代
表
す
る
の
が
前
掲
の
『
夢
』
と
『
悲
し
み
は
逆
流
し
て
河
に
な
る
』
で
あ
ろ
う
。
こ
の
両

作
の
刊
行
年
は
そ
れ
ぞ
れ
、
郭
敬
明
が
一
九
歳
の
二
〇
〇
三
年
と
二
三
歳
の
二
〇
〇
七
年
で
あ
る
。
当
時
ま
だ
大
学
生
だ
っ
た
郭
が
作

品
に
託
し
た
感
傷
は
、
正
に
彼
自
身
の
日
常
生
活
か
ら
感
受
し
た
そ
の
年
頃
の
若
者
た
ち
と
共
有
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
程
度
の

社
会
経
験
を
蓄
積
し
た
大
人
に
と
っ
て
は
、
未
成
熟
に
見
え
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
だ
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
郭
敬
明
は
村
上
春
樹
か
ら
受
容
し
た
「
感
傷
」
を
、「
限
定
さ
れ
た
成
長
へ
と
は
つ
な
が
ら
な
い
」
未
成
熟
の

感
傷
に
変
身
さ
せ
て
、
自
ら
の
作
風
を
確
立
し
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
、
郭
敬
明
初
期
作
品
に
現
れ
た
村
上
文
学
に
対
す
る
再

編
集
に
よ
る
「
準
引
用
」
と
合
わ
せ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
郭
に
よ
る
村
上
受
容
は
衛
慧
と
慶
山
の
よ
う
に
し
っ
か
り
と
模
倣
的
創
造
の

段
階
を
踏
ま
ず
、
最
初
か
ら
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

二
〇
一
三
年
六
月
に
、
郭
敬
明
自
身
が
監
督
し
た
映
画
版
『
小
時
代
・
折
紙
時
代
』
の
第
一
部
が
中
国
で
上
映
さ
れ
、
賛
否
両
論
渦

（191）
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巻
く
中
で
、
四.

八
三
億
元
（
約
九
三
億
円
）
の
興
行
収
入
を
収
め
た
。
そ
の
後
、
第
二
部
の
『
青
木
時
代
』（
二
〇
一
三
）、
第
三
部

の
『
刺
金
時
代
』（
二
〇
一
四
）
に
続
き
、
二
〇
一
五
年
の
七
月
に
は
第
四
部
の
『
霊
魂
尽
頭
』
が
中
国
で
上
映
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
映
画
監
督
と
し
て
も
活
躍
し
始
め
た
多
才
な
「
八
〇
後
」
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
の
郭
敬
明
は
、
今
後
も
目
覚
ま
し
い
発
展
を

継
続
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

ま
と
め

村
上
春
樹
が
最
初
に
中
国
で
紹
介
さ
れ
た
一
九
八
六
年
か
ら
、
す
で
に
三
〇
年
近
く
が
経
過
し
た
。
こ
の
中
国
の
村
上
受
容
史
の
中

で
、
前
述
し
た
一
九
八
九
年
と
一
九
九
八
年
の
二
回
に
渡
る
村
上
ブ
ー
ム
の
他
に
、
中
国
語
簡
体
字
版
『
森
』
出
版
二
〇
周
年
を
迎
え

た
二
〇
〇
七
の
第
三
期
、
そ
し
て
『
１
Ｑ
８
４
』
の
刊
行
に
よ
る
第
四
期
ブ
ー
ム
が
発
生
す
る
ま
で
、
村
上
文
学
は
一
途
に
中
国
の
読

者
た
ち
に
愛
読
さ
れ
続
け
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
六
月
ま
で
に
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
村
上
作
品
数
は
約
五
〇
点
、
版
本
数
は
お
よ
そ
百

種
類
以
上
に
達
し
て
い
る
。
村
上
文
学
は
中
国
の
読
者
た
ち
に
時
代
と
共
に
変
化
す
る
日
本
社
会
を
紹
介
し
つ
つ
、
特
に
一
九
九
八
年

か
ら
の
第
二
期
ブ
ー
ム
の
中
で
、
改
革
開
放
以
降
の
豊
か
な
物
質
生
活
を
追
求
す
る
中
国
の
若
者
た
ち
の
道
標
と
な
り
、
村
上
チ
ル
ド

レ
ン
を
誕
生
さ
せ
る
ほ
ど
、
現
代
中
国
文
学
・
文
化
の
青
年
層
の
担
い
手
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
中
国
に
広
く
厚
く
存
在
し
て
い
る
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
の
中
で
、
特
に
国
内
外
の
先
行
研
究
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

「
七
〇
後
」「
八
〇
後
」
と
称
さ
れ
る
有
力
な
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
作
家
、
す
な
わ
ち
衛
慧
、
慶
山
、
そ
し
て
郭
敬
明
を
中
心
に
、
彼
ら
の

作
家
デ
ビ
ュ
ー
の
時
代
背
景
を
踏
ま
え
つ
つ
、
三
人
に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
村
上
受
容
の
特
徴
を
、
彼
ら
の
文
学
表
現
や
作
風
の
変
遷
の

過
程
に
お
い
て
分
析
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
鄧
小
平
時
代
以
降
に
生
ま
れ
、
改
革
開
放
の
進
む
ポ
ス
ト
鄧
の
中
で
成
長
し
て
き
た
彼
ら
は
、
物
資
的
に
豊
か

（190）
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に
な
っ
て
い
く
消
費
社
会
の
中
で
、
大
都
市
に
お
け
る
刺
激
の
多
い
生
活
を
自
ら
体
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
文
学
作
品
に
反
映

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
デ
ビ
ュ
ー
当
時
は
、
ち
ょ
う
ど
『
森
』
を
中
心
と
す
る
第
二
期
ブ
ー
ム
の
最
中
で
あ
っ
た
た
め
、
彼
ら

の
初
期
作
品
に
『
森
』
か
ら
の
影
響
が
検
出
さ
れ
る
の
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
に
お
い
て
、
作
家
自
身
の
成
長
に
伴

う
作
風
を
確
立
す
る
過
程
で
、
村
上
文
学
に
よ
り
喚
起
さ
れ
た
物
語
の
テ
ー
マ
や
構
造
な
ど
を
き
ち
ん
と
消
化
し
た
上
で
、
多
様
な
ア

レ
ン
ジ
を
施
し
、
模
倣
的
創
造
の
手
法
を
通
し
て
、
独
自
性
の
高
い
物
語
を
創
造
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、〔
一
組
〕
作
家

群
の
村
上
受
容
の
共
通
点
で
あ
る
と
同
時
に
特
徴
と
も
言
え
る
。
一
方
、模
倣
的
創
造
の
村
上
受
容
を
更
に
展
開
す
る
う
ち
に
、〔
一
組
〕

の
中
で
は
、
衛
慧
の
よ
う
に
幾
度
の
作
風
転
換
へ
の
試
み
た
末
、
ま
だ
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
作
家
の
枠
内
で
模
索
し
続
け
る
者
、
慶
山
の

よ
う
に
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
間
を
往
来
す
る
者
、
そ
し
て
郭
敬
明
の
よ
う
に
殆
ん
ど
模
倣
的
創
造
の
過
程
を
経

過
せ
ず
、
い
き
な
り
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
突
入
す
る
者
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
上
受
容
の
個
人
的
特
徴
も
呈
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、「
は
じ
め
に
」で
少
し
言
及
し
た
が
、中
国
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
の
中
に
、忘
却
魚
鱗
、孔
亜
雷
、李
修
文
の
よ
う
な
同
じ「
七
〇

後
」「
八
〇
後
」
に
属
し
て
い
る
〔
一
組
〕
よ
り
約
一
〇
年
遅
れ
て
中
国
文
壇
に
登
場
し
た
〔
二
組
〕、
い
わ
ゆ
る
「
成
長
中
の
村
上
チ

ル
ド
レ
ン
作
家
」
が
い
る
。
彼
ら
は
〔
一
組
〕
作
家
群
と
同
様
に
熱
心
に
村
上
文
学
を
受
容
し
、
自
分
の
創
作
活
動
に
励
ん
で
い
る
。

し
か
し
、忘
却
魚
鱗
の
『
関
於
彼
岸
的
一
切
』（
二
〇
一
〇
年
）
や
孔
亜
雷
の
『
不
失
者
』（
二
〇
〇
八
年
）
に
見
ら
れ
る
村
上
受
容
は
、〔
一

組
〕
作
家
よ
り
も
未
熟
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
村
上
文
学
の
要
素
を
十
分
に
消
化
し
て
い
な
い
ま
ま
、
こ
れ
を
文
学
創
作
に
用
い

て
い
る
た
め
、
独
自
性
を
欠
く
と
同
時
に
、
読
者
に
新
鮮
な
印
象
を
与
え
ら
れ
ず
、
人
気
を
博
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
発
表
し
た
作
品
数
が
少
な
い
た
め
、
自
ら
の
作
風
を
い
ま
だ
確
立
し
て
い
な
い
う
ち
に
、
例
え
ば
孔
亜
雷
が
自
ら
「
中
国
の
村
上

春
樹
」
と
称
す
る
な
ど
、
村
上
春
樹
の
影
響
力
に
頼
り
な
が
ら
活
動
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
〔
二
組
〕
に
よ
る
村
上
受

容
の
表
象
は
〔
一
組
〕
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。45

前
掲
拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」（
同
注
釈
１
）
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
に
お
け
る
村
上

（189）
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チ
ル
ド
レ
ン
間
の
関
係
を
整
理
す
る
た
め
に
、【
中
国
に
お
け
る
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
・
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
相
関
図
】
を
提
出
し
た
。
本

稿
で
は
新
た
に
〔
一
組
〕
作
家
群
に
よ
る
村
上
受
容
の
特
徴
も
加
え
た
い
。

　

図
の
よ
う
に
、
現
在
、
歌
の
歌
詞
や
店
舗
名
、
更
に
不
動
産
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
等
に
村
上
作
品
が
引
用
さ
れ
る
な
ど
、
村
上
文
学
は
す
で

に
一
種
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
一
番
外
側
の
円
は
「
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
す
る
。
次
の
薄
い
ア
ミ
の
円
は
広
範
に

存
在
す
る
「
村
上
読
者
」
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
村
上
文
学
に
注
目
し
て
い
る

読
者
た
ち
は
、「
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
」
を
示
す
濃
い
ア
ミ
の
円
に
属
し
て
い
る
。〔
三

組
〕・〔
二
組
〕
の
右
側
に
並
ん
だ
〔
一
組
〕
は
、Ａ
ゾ
ー
ン
と
Ｂ
ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
て
、

村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
方
、
又
は
双
方
に
属
す
る
と
想
定
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
〔
一
組
〕
で
は
、
村
上
受
容
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
衛
慧
の

よ
う
に
ほ
ぼ
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
の
枠
と
重
な
る
Ａ
ゾ
ー
ン
に
の
み
属
す
る
者
、
あ
る

い
は
慶
山
の
よ
う
に
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
の
Ａ
ゾ
ー
ン
と
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
Ｂ
ゾ

ー
ン
と
の
双
方
に
属
す
る
者
、
そ
し
て
郭
敬
明
の
よ
う
に
完
全
に
村
上
チ
ル
ド
レ
ン

か
ら
離
脱
し
て
、
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
Ｂ
ゾ
ー
ン
に
の
み
属
す
る
者
と
い
う
よ
う

に
分
化
し
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
二
〇
世
紀
末
に
発
生
し
た
本
格
的
な
村
上
ブ
ー
ム
に
伴
っ
て

中
国
文
壇
に
登
場
し
た
〔
一
組
〕
の
作
家
た
ち
は
、
中
国
現
代
文
学
の
中
で
村
上
チ

ル
ド
レ
ン
作
家
の
系
譜
を
形
成
す
る
一
方
で
、
こ
の
系
譜
の
中
で
も
独
自
の
展
開
を

遂
げ
て
、「
美
女
作
家
」、「
ネ
ッ
ト
文
学
」、
そ
し
て
少
年
少
女
向
け
の
「
ラ
イ
ト
ノ

ベ
ル
」
な
ど
の
分
野
で
多
彩
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
本
稿
は
主
に
村
上
チ
ル
ド
レ

（188）
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ン
の
枠
組
に
お
い
て
、
衛
慧
、
慶
山
、
そ
し
て
郭
敬
明
の
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
作
家
と
し
て
の
特
徴
及
び
ほ
か
の
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
の
関

連
性
を
中
心
に
論
じ
た
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
三
作
家
は
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
で
あ
る
と
同
時
に
、広
く
存
在
す
る
中
国
「
七
〇
後
」「
八
〇

後
」
作
家
の
代
表
格
で
も
あ
る
。
今
後
は
、
衛
慧
の
死
の
境
か
ら
の
生
還
や
、
慶
山
の
改
名
に
よ
る
作
家
と
し
て
の
再
出
発
、
そ
し
て
郭

敬
明
の
映
画
界
へ
の
進
出
と
い
っ
た
各
作
家
の
文
学
的
成
長
に
注
目
し
な
が
ら
、
同
時
代
文
学
の
展
開
に
お
け
る
彼
ら
の
位
置
づ
け
を
考

察
す
る
予
定
で
あ
る
。

1　

  "Pop M
aster", Velisarios K

attoulas / Tokyo, Tim
e,N

ovenber 25,2002.pp.70~71.　

2　

 

三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
に
、〔
二
組
〕
と
〔
三
組
〕
の
村
上
受
容
に
関
す
る
詳
細
は
拙
稿
「
中
国
に
お
け
る
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン―

人
気
書
き
込
み
サ
イ
ト
「
豆
瓣
網
」
を
め
ぐ
る
冒
険
」（『
ユ
リ
イ
カ
』
青
土
社
、
二
〇
一
二
年
七
月
号
、
三
〇―

四
七
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

3　

 

藤
井
省
三
「
中
国
の
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
村
上
春
樹
小
説
の
「
家
族
不
在
」―

衛
慧
、
ア
ニ
ー
ベ
イ
ビ
ー
に
お
け
る
「
小
資
」
文
学
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
」、

『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
〇
八
年
三
月
号
、
一
七
三
頁

4　

 

同
上
論
文
、
一
七
三―

一
七
四
頁
。

5　

 

同
上
論
文
、
一
七
四
頁
を
参
照
。

6　

 

魏
心
宏
「
為
什
麼
叫
她
們
七
十
年
代
後
（
代
後
記
）」，『
七
十
年
代
以
後
小
説
選―

紙
戒
指
』
上
海
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
四―

五
頁
。

7　

 "The N
ew

 R
adicals", H

annah B
eech / B

eijing, Tim
e,February 2,2004.pp.32~38. 

8　

 

江
氷
「
試
論
八
〇
後
文
学
命
名
的
意
義
」、『
文
芸
評
論
』
二
〇
〇
四
年
六
月
号
、
四
〇―

四
一
頁
。

9　

 

藤
井
省
三
「
中
国
の
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
村
上
春
樹
小
説
の
「
家
族
不
在
」」
一
七
七
頁
を
参
照
。

10　

 

衛
慧
《
上
海
寶
貝
》
春
風
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。
邦
訳
『
上
海
ベ
イ
ビ
ー
』
桑
島
道
夫
訳
、
文
春
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
。

11　

 

桑
島
道
夫
「「
新
人
類
」
作
家
の
登
場―

「
身
体
で
書
く
」
女
性
作
家
、衛
慧
、棉
棉
、そ
し
て
木
子
美
」、尾
崎
文
昭
編
『「
規
範
」
か
ら
の
離
脱
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
、
一
八
〇
頁
。

12　

 

邵
燕
君
『
美
女
作
家
現
象
研
究
』
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
七
頁
を
参
照
。

（187）
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13　
 

藤
井
省
三
『
村
上
春
樹
の
な
か
の
中
国
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
八
一
頁
。

14　

 
黒
古
一
夫
『
村
上
春
樹―

「
喪
失
」
の
物
語
か
ら
「
転
換
」
の
物
語
へ
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
七
年
、
一
一
二
頁
。

15　

 

村
上
春
樹
『
自
作
を
語
る100

パ
ー
セ
ン
ト
・
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
挑
戦
』『
村
上
春
樹
全
作
品1979

～1989

⑥
』
付
録
、
講
談
社
、
一
九
九
一
年
、
Ⅸ
頁
。

16　

 

村
上
春
樹
『
村
上
春
樹
全
作
品1979

～1989

⑥
』、
一
七
頁
。

17　

 

村
上
春
樹
『
村
上
春
樹
全
作
品1979

～1989

⑥
』、
一
〇
頁
。

18　

 

村
上
春
樹
『
村
上
春
樹
全
作
品1979

～1989

⑥
』、
一
八
頁
。

19　

 

村
上
春
樹
『
自
作
を
語
る
』
付
録
、
Ⅹ
頁
。

20　

 

桑
島
道
夫
訳
『
上
海
ベ
イ
ビ
ー
』、
三
八
六
頁
。

21　

 

村
上
春
樹
『
村
上
春
樹
全
作
品1979

～1989

⑥
』、
四
一
九
頁
。

22　

 

原
文
：
原
文
：（2000

年
）
我
面
临
四
面
楚
歌
，
失
去
了
作
家
的
身
份
感
。
而2001 

年
到
了
纽
约
，
第
二
天
就
是
世
贸
大
厦
的
被
炸
，
那
种
不
安
全
感

与
不
稳
定
感
严
重
地
影
响
了
我
，
似
乎
无
论
是
东
方
还
是
在
西
方
，
都
没
有
我
卫
慧
的
立
脚
之
地
。（
訳
文
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。）「
中
国
網―

卫
慧
圆
满
地
说
再
见
」（
二
〇
一
五
年
四
月
一
六
日
検
索
）http://w

w
w.china.com

.cn/book/txt/2007-08/13/content_8674883_5.htm

23　

 

衛
慧
《
我
的
禅
》
上
海
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。
邦
題
『
ブ
ッ
ダ
と
結
婚
』
泉
京
鹿
訳
、
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
。

24　

 

原
文
：

”性
的
颤
音
“
似
乎
少
了
一
些
，
整
部
作
品
的
行
文
风
格
也
内
敛
了
许
多
。
虽
然
禅
宗
思
想
在
小
说
中
的
表
现
还
不
是
那
么
深
入
（
中
略
）、
但

卫
慧
毕
竟
在
作
品
中
给
小
说
人
物
寻
找
到
了
一
个
精
神
皈
依
的
处
所
，
为
读
者
展
现
了
一
种
新
的
生
活
态
度
（
中
略
），
较
之
以
往
的
作
品
是
有
一
定
超

越
意
义
的
。
周
仲
謀
・
王
志
娟
「
比
較
文
学
視
域
中
的
衛
慧
小
説
創
作
」
恩
施
職
業
技
術
学
院
学
報
（
総
合
版
）
二
〇
〇
八
年
第
四
期
、
六
〇
頁
。

25　

原
文
：
指
喻
人
类
由
追
求
社
会
、
物
质
、
科
技
层
面
的
进
步
演
进
到
注
重
心
灵
、
精
神
层
面
探
索
的
时
代
、
属

”fantasy

“
小
说
（
中
略
）
没
有
性
。「
新

浪
新
聞
中
心―

美
女
作
家
“
卫
慧
上
海
坠
楼
摔
折
脊
椎　

昏
迷
25
天
后
想
结
婚
生
子
」（
二
〇
一
五
年
一
月
一
八
日
検
索
）http://new

s.sina.com
.cn/

o/2007-05-19/102811851513s.shtm
l

26　

 

原
文
：
在
医
院
期
间
，
我
与…

 

三
毛
，
还
有…

张
爱
玲
的
鬼
魂
们
相
遇
并
对
话
，
她
们
以
海
妖
般
的
语
调
对
我
说
：
死
是
容
易
的
，
生
不
容
易
，
爱
不

容
易
。
我
对
她
们
更
是
对
自
己
说
：
死
容
易
，
生
容
易
，
爱
也
容
易
。
于
是
我
回
来
了
。
衛
慧
公
式
ブ
ロ
グ
（
二
〇
一
五
年
四
月
一
六
日
検
索
）http://

blog.sina.com
.cn/u/48866b02010008uo

27　

 

尾
崎
文
昭「「
改
革
と
開
放
」政
策
の
も
た
ら
し
も
の―

一
九
九
〇
年
代
の
文
化
と
メ
デ
ィ
ア
の
状
況
」、『「
規
範
」か
ら
の
離
脱
』、一
七―

一
八
頁
を
参
照
。

（186）
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28　
 

慶
山
《
告
別
薇
安
》
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。
邦
題
『
さ
よ
な
ら
、
ビ
ビ
ア
ン
』
泉
京
鹿
訳
、
小
学
館
、
二
〇
〇
七
年
。

29　
 

藤
井
省
三
『
村
上
春
樹
の
な
か
の
中
国
』、
一
八
二
頁
を
参
照
。

30　

 
原
文
：
死
，
不
会
是
生
的
一
个
对
立
面
。
它
与
生
之
间
的
关
系
，
仿
佛
是
彼
此
映
照
在
一
面
镜
子
中
的
影
像
。
没
有
差
异
。
彼
此
包
括
。
并
且
时
时
刻
刻

在
互
相
观
望
和
对
峙
。
安
妮
宝
貝
『
清
醒
紀
』
北
京
十
月
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
，
三
四
頁
。

31　

 

村
上
春
樹
『
村
上
春
樹
全
作
品1979

～1989

⑥
』、
四
〇
頁
。

32　

 

阿
美
寮
の
よ
う
な
実
社
会
と
は
別
の
時
間
が
流
れ
て
い
る
異
空
間
に
い
る
直
子
を
、
評
論
家
の
佐
藤
幹
夫
は
「
す
で
に
死
者
で
あ
る
、
非
在
と
し
て
の
直

子
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
佐
藤
幹
夫
『
村
上
春
樹
の
隣
に
は
三
島
由
紀
夫
が
い
つ
も
い
る
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、二
〇
〇
六
年
、二
一
〇―

二
一
三
頁
。

33　

 『
大
方
』
の
表
紙
に
は
新
潮
社
か
ら
版
権
を
取
得
済
み
で
あ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

34　

 

村
上
文
学
と
は
直
接
的
な
関
係
が
な
く
、
そ
の
中
に
登
場
す
る
特
定
の
モ
チ
ー
フ
や
周
縁
の
事
象
を
強
調
す
る
社
会
現
象
に
注
目
し
て
、
初
め
て
中
国
に

お
け
る
「
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
徐
子
怡
「
中
国
に
お
け
る
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」
四
四―

四
五
頁
。

35　

 

原
文
：
起
先
，
我
对
《
春
宴
》
的
结
构
框
定
也
许
更
为
庞
大
。
小
说
提
纲
定
的
是
三
条
线
，
还
有
一
条

”我
“
的
故
事
。
但
后
来
砍
掉
它
，
只
剩
下
庆
长

和
信
得
两
条
线
，
因
为
两
条
线
本
身
的
内
容
写
得
足
够
多
，
字
数
很
多
，
再
写
下
去
这
个
小
说
就
太
厚
。「
重
訪
安
妮
宝
貝
」『
城
市
画
報
』
二
〇
一
一
年

八
月
第
一
五
期
、
五
五
頁
。

36　

 

原
文
：
安
妮
永
远
是
我
的
一
部
分
，
我
所
有
的
写
作
都
是
建
立
在
安
妮
宝
贝
这
个
基
础
上
的
。(

中
略)

如
同
一
棵
树
长
出
新
的
枝
干
，
一
个
旅
人
走
到

新
的
边
界
。
所
有
新
的
发
生
，
建
立
于
原
先
的
基
础
，
而
不
是
离
开
自
己
的
过
去
。「
鳳
凰
読
書―

安
妮
宝
贝
永
远
是
我
的
一
部
分
」http://book.ifeng.

com
/gundong/detail_2014_06/23/36958576_0.shtm

l
（
二
〇
一
五
年
五
月
一
一
日
検
索
）

37　

 

原
文
：
破
碎
的
吉
他
声
让
我
感
觉
像
是
在
森
林
里
迷
了
路―
村
上
春
樹
。
郭
敬
明
『
愛
与
痛
的
辺
縁
』
東
方
出
版
中
心
、
二
〇
〇
八
年
、
一
三
頁
。

38　

 

原
文
：
遗
忘
是
我
们
不
可
更
改
的
宿
命
。
最
后
引
用
一
段
村
上
春
树
的
话
：
这
些
简
直
就
像
没
对
准
的
绘
图
纸
一
样
，
一
切
的
一
切
都
跟
回
不
去
的
过
去
，

一
点
一
点
地
错
开
了
。
同
上
書
、
二
一
六
頁
。

39　

 （
こ
こ
で
は
中
国
簡
体
字
版
の
林
少
華
訳
を
参
考
す
る
）
①
「
一
听
这
曲
子
，
我
就
时
常
悲
哀
得
不
行
。
也
不
知
道
为
什
么
，
我
总
是
觉
得
似
乎
自
己
在

茂
密
的
森
林
中
迷
了
路
」（《
挪
威
的
森
林
（
全
訳
版
）》
上
海
譯
文
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
三
一
頁
）。
②
「
这
一
切
宛
如
挪
动
过
的
复
写
纸
，
无
不

同
原
有
位
置
有
着
少
许
然
而
却
是
无
可
挽
回
的
差
异
。」（《
且
听
风
吟
》
上
海
譯
文
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
二
七
頁
）。
ち
な
み
に
、
日
本
語
の
原
文

は
①
「
こ
の
曲
聴
く
と
私
と
き
ど
き
す
ご
く
哀
し
く
な
る
こ
と
が
あ
る
の
。
ど
う
し
て
だ
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
自
分
が
深
い
森
の
中
で
迷
っ
て
い
る

（185）
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よ
う
な
気
に
な
る
の
」（『
村
上
春
樹
全
作
品
⑥
』、
一
六
〇
頁
）。
②
「
そ
れ
は
ま
る
で
ず
れ
て
し
ま
っ
た
ト
レ
ー
シ
ン
グ
・
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に
、

何
も
か
も
が
少
し
ず
つ
、
し
か
し
と
り
返
し
の
つ
か
ぬ
く
ら
い
に
昔
と
は
違
っ
て
い
た
」（『
村
上
春
樹
全
作
品
①
』、
一
〇
七
頁
）。

40　

 

原
文
：
尤
其
是
忧
伤
，
孤
独
，
无
奈
的
情
绪
，
可
以
说
《
挪
威
的
森
林
》
已
经
使
中
国
的
大
半
青
春
文
学
染
上
了
这
种
时
尚
病
。
从
安
妮
宝
贝
到

郭
敬
明
（
中
略
），
一
路
忧
伤
过
来
。
黄
忠
順
「
中
国
時
尚
文
学
与
杜
拉
斯
、
村
上
春
樹
、
日
本
動
漫
」『
河
北
学
刊
行
』
二
〇
〇
五
年
五
月
号
、

一
九
四
頁
。

41　

 

原
文
：
我
听
朴
树
的
时
候
会
想
起
村
上
春
树
。
也
许
是
因
为
他
们
都
一
直
在
讲
述
伤
感
而
优
美
的
青
春
，
多
情
而
孤
独
的
年
代
吧
，
只
不
过
一
个

以
音
乐
为
载
体
，
一
个
以
文
字
为
路
经
。
郭
敬
明
『
愛
与
痛
的
辺
縁
』、
二
一
頁
。

42　

原
文
：
郭
敬
明
只
记
住
了
忧
伤
而
忘
记
了
村
上
对
青
春
的
思
考
。
趙
薇
「
夢
里
花
落
及
挪
威
森
林
里
的
憂
傷―

中
日
両
部
青
春
文
学
之
比
較
」『
学

術
交
流
』、
二
〇
〇
八
年
六
月
第
一
七
一
期
、
一
七
〇
頁
。

43　

 

郭
敬
明
《
悲
傷
逆
流
成
河
》
長
江
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。
邦
題
『
悲
し
み
は
逆
流
し
て
河
に
な
る
』
泉
京
鹿
訳
、
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
。

44　

 

原
文
：《
挪
威
的
森
林
》
绝
对
不
是
村
上
春
树
最
好
的
一
部
作
品
，但
《
挪
威
的
森
林
》
的
胜
利
在
某
种
程
度
上
解
释
了
郭
敬
明
奇
迹
般
的
成
功
（
中

略
）《
森
》那
种
深
入
脊
髓
的
忧
伤
使
得
日
本
青
年
感
同
身
受
。安
妮
宝
贝
的
忧
郁
更
多
是
成
人
式
的
。那
么
有
谁
的
忧
郁
可
以
是

”孩
子
式
“
的
呢
？

于
是
郭
敬
明
应
运
而
生
了
。
也
许
郭
敬
明
的
走
红
并
非
是
郭
敬
明
个
人
的
成
功
，
而
是
这
个
时
代
的
孩
子
需
要
一
个
自
己
心
声
的
代
言
人
，
于
是

郭
敬
明
来
了
諸
子
『
穿
越
郭
敬
明
独
一
代
的
想
像
森
林
』
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
六
頁
。

45　

徐
子
怡
「
中
国
に
お
け
る
村
上
チ
ル
ド
レ
ン
と
村
上
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
」、
三
二―

三
七
頁
を
参
照
。

（184）


